
名城大学学長中根敏晴氏（なかね・としはる）
　
赤

勇
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
で
、
全
国
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
名
城

と
ど
ろ

大
学
。

歳
人
口
が
減
り
ゆ
く
中
、
受
賞
を
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な
げ
、
教
育
改
革

に
も
着
手
す
る
方
針
だ
。
２
０
１
６
年
４
月
に
は
新
キ
ャ
ン
パ
ス
「
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前

キ
ャ
ン
パ
ス
」
も
オ
ー
プ
ン
す
る
。
勢
い
に
乗
る
名
城
大
の
中
根
敏
晴
学
長
に
、
今
後

の
大
学
の
運
営
や
将
来
像
に
つ
い
て
聞
い
た
。

名
古
屋
・
田
中
弥
生

開
学
１
０
０
周
年
へ
教
育
改
革
着
手

「ノーベル賞」をブランド力に

　
―
ま
ず
赤

教
授
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
「

年
来
、
待
ち
焦
が
れ

た
朗
報
だ
。
学
生
に
も
大
き

な
自
信
に
な
っ
た
と
思
う
。

本
学
は
東
海
地
区
で
は
そ
れ

な
り
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、

残
念
な
が
ら
他
地
域
で
は
、

名
古
屋
の

と
枕
こ
と
ば

が
必
要
だ
っ
た
。
赤

先
生

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
で
全
国

区
に
な
れ
た
。
受
賞
を
機
に

大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

　
―
赤

教
授
が
名
城
大
に

も
た
ら
し
た
も
の
は
。

　
「
赤

先
生
は
、
と
て
も

ま
じ
め
で
研
究
上
の
こ
と
は

厳
し
い
が
、
気
配
り
の
方
で

も
あ
る
。
過
去
に
別
の
賞
を

受
賞
し
た
時
は

研
究
に
役

立
て
て
ほ
し
い

と
賞
金
を

寄
付
し
て
頂
い
た
。
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
関

す
る
わ
が
国
唯
一
の
産
学
協

同
研
究
所
と
な
る

科
学
技

術
創
生
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー

も
で
き
た
。
先

生
の
存
在
が
学
生
、
教
員
に

有
形
無
形
の
良
い
影
響
を
与

え
て
く
れ
た
。
今
回
、
同
時

受
賞
し
た
天
野
浩
名
古
屋
大

教
授
も

年
間
、
名
城
大
学

に
在
籍
し
て
い
た
」

　
―
受
賞
を
記
念
し
た
展
示

な
ど
行
う
予
定
は
。

　
「
記
念
館
の
よ
う
な
器
が

で
き
れ
ば
い
い
が
、
ま
ず
は

赤

先
生
の
研
究
成
果
を
展

示
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た

い
。
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た

記
念
品
も
考
え
て
い
る
」

　
―

年
に
開
学

周
年
を

迎
え
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
も
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
ね
。

　

周
年
は
通
過
点
。１
０

０
周
年
に
向
け
、ス
ロ
ー
ガ

ン

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
つ
な

が
り
を
、チ
カ
ラ
に
。
を
掲

げ
て
、
名
城
大
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
議
論
し
て
き
た
。

そ
ん
な
中
で
、
新
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
が

加
わ
っ
た
。
も
の
す
ご
い
勢

い
に
乗
っ
て
い
る
こ
の
時
期

に
、
教
育
内
容
や
教
育
方
法

を
も
う
一
度
見
直
し
た
い
」

　
―
教
育
面
で
の
課
題
は
。

　
「
ま
ず
何
と
か
し
た
い
の

は
文
系
だ
。
実
験
な
ど
で
明

ら
か
な
結
果
が
出
る
理
系
と

違
い
、
文
系
教
育
は
難
し

い
。
小
学
生
で
も
学
校
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末

ｉ
Ｐ
ａ

ｄ

が
配
ら
れ
る
よ
う
な
時

代
。
旧
態
依
然
と
し
た
講
義

の
仕
方
を
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
」

　
―
少
子
化
が
進
む
中
、
名

城
大
が
選
ば
れ
る
大
学
に
な

る
た
め
に
は
。

　
「
新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
と
包
括
提
携
し
、

次
世
代
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
技
術
の

実
証
実
験
を
行
う
。
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
持
て
ば
、
ど
こ

で
も
勉
強
で
き
る
環
境
に
な

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
を
狙
い
に
、
外
国
語
学
部

も
新
設
す
る
。
ア
ジ
ア
重
視

が
特
徴
で
、
留
学
制
度
も
充

実
さ
せ
た
い
。
１
０
０
周
年

に
向
け
、
ハ
ー
ド
面
は
東
京

五
輪
の
あ
る
２
０
２
０
年
ま

で
に
す
べ
て
完
成
さ
せ
る
。

勝
負
は
、あ
と
数
年
で
決
す

る

顧
客
の
声
聞
き
モ
ノ
づ
く
り
に

　
フ
ル
タ
電
機

名
古
屋
市
瑞
穂
区

は
風
に
か
か
わ
る
技
術
を
コ
ア
に
、
ユ
ー
ザ

ー
は
農
水
産
か
ら
工
業
分
野
ま
で
幅
広
い
。
工
業
用
送
風
機
や
施
設
園
芸
用
換
気
扇
、

防
霜
フ
ァ
ン
な
ど
ニ
ッ
チ
市
場
で
多
く
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
製
品
を
持
つ
。
積
極
的
な
Ｍ

＆
Ａ

合
併
・
買
収

で
事
業
拡
大
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
が
、
根
底
に
流
れ
る
思
想

は
「
と
に
か
く
お
客
さ
ん
の
声
を
聞
く
こ
と
」

古
田
成
広
社
長

。
年
間
２
０
０
日

は
国
内
外
を
飛
び
回
る
古
田
社
長
に
、
同
社
の
強
み
と
経
営
戦
略
に
つ
い
て
聞
い
た
。

名
古
屋
・
田
中
弥
生

風のプロであり続け提案

フルタ電機社長古田成広氏（ふるた・なるひろ）
　
―
最
近
の
事
業
環
境
を
ど

う
見
て
い
ま
す
か
。

　
「
世
の
中
で
は
良
く
な
い

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
う
は
感

じ
て
い
な
い
。
当
社
が
作
る

効
果
の
あ
る
風
は
評
価
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
果
実
を
甘

く
す
る
風
や
牛
肉
を
赤
く
す

る
風
。
植
物
の
光
合
成
に
光

や
水
以
外
に
風
も
不
可
欠
な

要
素
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争

に
勝
ち
残
れ
る
よ
う
、

ジ

ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド

の
役
に

立
て
る
企
業
で
あ
り
た
い
」

　
―
工
業
分
野
で
は
、
省
電

力
で
遠
く
ま
で
風
を
飛
ば
せ

る

フ
ォ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
ド

シ
リ
ー
ズ
が
好
評
で
す
ね
。

　
「
実
は
、
こ
の
製
品
は
小

学
生
時
代
の
思
い
出
か
ら
生

ま
れ
た
。
夏
休
み
の
宿
題
を

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
や
ら
な
い
私

は
最
後
の
数
日
が
勝
負
。
必

死
で
勉
強
し
て
い
る
と
、
扇

風
機
で
プ
リ
ン
ト
が
バ
サ
バ

サ
と
飛
ん
で
し
ま
う
。
自
分

だ
け
涼
し
く
て
、
紙
が
飛
ば

な
い
扇
風
機
が
あ
れ
ば
い
い

の
に
、
と
思
っ
て
い
た
」

　
―
そ
れ
を
ど
う
製
品
化
に

つ
な
げ
た
の
で
す
か
。

　
「
風
速
や
風
量
に
つ
い
て

勉
強
す
る
と
、
自
分
に
当
た

る
風
は
ご
く
一
部
だ
と
わ
か

る
。
フ
ォ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
ド
は

使
う
部
分
に
だ
け
風
を
絞
る

こ
と
で
風
速
１

の
風
を

も
飛
ば
し
、

％
も
省
電

力
化
で
き
た
。
音
も
静
か
で

実
際
に
体
感
し
た
お
客
さ
ん

は
目
の
色
が
変
わ
る
」

　
―
製
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
は

ど
こ
か
ら
得
て
い
ま
す
か
。

　
「
世
の
中
に
は
情
報
が
あ

ふ
れ
て
い
る
が
、
で
き
る
だ

け
発
信
源
に
近
づ
い
て
一
次

情
報
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い

る
。
マ
ン
ゴ
ー
な
ら
マ
ン
ゴ

ー
、
車
な
ら
車
の
、
そ
の
道

の
プ
ロ
が
持
つ
課
題
を
タ
イ

ミ
ン
グ
良
く
聞
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
期
一
会
。
お

客
さ
ん
の
声
を
じ
か
に
聞

き
、
五
感
で
感
じ
た
情
報
を

モ
ノ
づ
く
り
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

昨
今
、
物
事
を
中
途
半
端
に

知
っ
て
い
る
人
は
多
い
が
、

本
当
の
プ
ロ
は
少
な
く
な
っ

た
と
感
じ
る
。
当
社
は
風
の

プ
ロ
で
あ
り
た
い
」

　
―
昨
年
の
の
り
関
連
事
業

の
買
収
な
ど
、
Ｍ
＆
Ａ
に
も

積
極
的
で
す
ね
。

　
「
現
地
現
物
の
中
で
判
断

し
て
い
る
。
今
、
実
現
し
た

い
ア
イ
デ
ア
だ
け
で

以
上

あ
る
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る

の
に
協
業
、
補
完
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
や
り
た
い
」
　

　
―
２
０
１
６
年
に
創
業

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
「
周
年
は
意
識
し
な
い

が
、
原
点
に
返
る
い
い
機
会

だ
。
先
人
の
苦
労
を
知
り
、

当
社
に
し
か
で
き
な
い
価
値

は
何
か
を
考
え
、
ブ
レ
な
い

価
値
観
を
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
売
る
の
は

機
械
で
は
な
く
効
果
だ
。

風
は
目
に
見
え
な
い
が
、
提

案
で
き
る
こ
と
は
無
尽
蔵
に

あ
る
」

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ
　　 ２０１４年 平成２６年 １１月２６日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）


